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★
支
部
大
会
研
究
発
表
題
目

◎
二
〇
〇
四
年
秋
季
大
会
﹇

月
９
日
、

10

於
・
佛
教
大
学
﹈

・「
漱
石
『
三
四
郎
』
の
雲
の
描
写
を
読
み

解
く

な
ぜ
美
禰
子
と
野
々
宮
は
結
婚
し

な
か
っ
た
の
か
」
…
岸
本
次
子
（
武
庫
川

女
子
大
学
大
学
院
）

・「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
限
界

国
民
文
学
論
の

現
実
把
握
に
つ
い
て
」
…
内
藤
由
直
（
立

命
館
大
学
大
学
院
）

・「
紀
行
文
を
書
き
分
け
る
と
い
う
こ
と

遅
塚
麗
水
の
南
信
探
勝
隊
関
係
紀
行
文

を
中
心
に
し
て
」
…
熊
谷
昭
宏
（
同
志
社

大
学
大
学
院
）

〈
講
演
〉

・「『
世
界
遺
産
文
学
』
の
試
み
」
…
浅
田

隆
（
奈
良
大
学
）

◎
二
〇
〇
五
年
春
季
大
会
﹇
６
月

日
、

11

於
・
近
畿
大
学
﹈

・「〈
河
内
も
の
〉
の
型

今
東
光
『
お
ん

ば
』
を
中
心
に
」
…
中
谷
元
宣
（
城
星
学

園
高
等
学
校
）

・「
織
田
作
之
助
の
『
わ
が
町
』
に
つ
い
て
」

…
宮
川
康(

大
阪
教
育
大
学
付
属
高
等
学
校

池
田
校
舎)

・「
大
阪
の
文
学
と
出
版
文
化

雑
誌
『
新

文
学
』（
全
国
書
房
）
研
究

出
版
統
制
と

編
集
者
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
」
…
増
田

周
子(

関
西
大
学)

・「
オ
ン
ラ
イ
ン
版
文
学
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
可
能
か
」
…
紅
野
謙
介(

日
本
大
学)

★
支
部
大
会
印
象
記

二
〇
〇
四
年
度
秋
季
大
会
印
象
記

二
〇
〇
四
年
度
の
秋
季
大
会
は
、
一
〇

月
九
日
、
京
都
の
佛
教
大
学
で
開
催
さ
れ

た
。

当
日
は
台
風
二
二
号
の
襲
来
が
懸
念
さ
れ
、

警
報
が
発
令
さ
れ
れ
ば
直
ち
に
中
止
と
い

う
条
件
の
下
で
始
め
ら
れ
る
、
異
例
の
展

開
と
な
っ
た
。
外
に
は
不
穏
な
黒
雲
が
漂

う
中
、
会
場
で
は
ま
ず
、
岸
本
次
子
氏
が

「
漱
石
の
『
三
四
郎
』
の
雲
の
描
写
を
読

み
解
く

な
ぜ
美
禰
子
と
野
々
宮
は
結
婚

し
な
か
っ
た
の
か

」
を
発
表
さ
れ
た
。

絹
雲
・
積
雲
・
絹
層
雲
な
ど
、
美
禰
子
・

野
々
宮
・
三
四
郎
そ
れ
ぞ
れ
が
見
上
げ
る

雲
を
一
般
科
学
書
で
特
定
し
、
漱
石
が
読

ん
だ
と
さ
れ
る
ラ
ス
キ
ン
『
近
世
画
家
論
』

を
援
用
し
て
、
三
人
の
性
格
を
分
析
す
る
。

野
々
宮
は
「
す
ぐ
れ
た
感
性
と
共
に
広
い

人
間
性
を
内
に
持
つ
男
性
」、美
禰
子
は「
直

感
的
に
物
を
見
る
女
性
」。
美
禰
子
は
野
々

宮
を
皮
相
の
部
分
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
に
、
結
婚
へ
進
め
な
か
っ
た

と

い
う
の
が
論
の
骨
子
で
あ
る
よ
う
だ
。
ひ

と
つ
の
解
釈
と
し
て
成
り
立
つ
と
は
思
え

る
が
、
一
面
的
な
理
解
と
も
受
け
取
ら
れ
、

説
得
力
に
欠
け
る
憾
み
が
残
っ
た
。『
三
四

郎
』
と
い
う
作
品
に
と
っ
て
、
な
ぜ
「
美

禰
子
と
野
々
宮
は
結
婚
し
な
か
っ
た
の
か
」

が
大
き
な
問
題
と
な
る
の
か
、
漱
石
に
と

っ
て
「
雲
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持

つ
の
か
、
問
題
意
識
を
明
確
に
し
て
、
よ

り
具
体
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
。

つ
づ
い
て
の
発
表
、
内
藤
由
直
氏
の
「
リ

ア
リ
ズ
ム
の
限
界

国
民
文
学
論
の
現
実

把
握
に
つ
い
て

」
は
、
一
八
九
〇
年
代

・
一
九
三
〇
年
代
・
一
九
五
〇
年
代
、
三

つ
の
国
民
文
学
論
を
「
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」

「
ロ
マ
ン
主
義
と
の
関
係
性
」「
政
治
性
」

の
観
点
か
ら
整
理
し
て
、
そ
の
意
義
と
問

題
点
を
炙
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
現
実
と

の
能
動
的
な
関
わ
り
を
避
け
、
戦
争
を
受

容
し
参
加
し
て
い
っ
た
点
で
、
今
日
、
廃

棄
さ
れ
る
べ
き
理
論
で
あ
る
と
の
論
者
の

立
場
を
明
確
に
さ
れ
た
。
近
年
珍
し
い
主

体
的
な
発
表
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治

期
・
日
中
戦
争
期
・
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後

と
い
う
幅
の
あ
る
時
期
を
総
括
し
よ
う
と

さ
れ
た
た
め
概
括
的
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
と
隠
さ
れ
る
も

の
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

例
え
ば
、
国
民
文
学
論
が
ロ
マ
ン
主
義
に

近
接
し
た
の
が
事
実
と
し
て
も
、
高
山
樗

牛
の
「
ロ
ー
マ
ン
チ
ク
文
学
」
と
日
本
浪

曼
派
の
「
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
を
同
一
に

論
じ
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国

民
文
学
論
が
論
理
の
運
動
で
あ
り
、
実
作

と
し
て
は
現
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た

が
、
も
し
も
事
実
と
す
れ
ば
、
実
作
を
伴

わ
な
い
文
学
理
論
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
戦
後
の
国
民
文
学
論

に
は
国
語
教
育
を
と
お
し
て
の
実
践
運
動

が
伴
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
ど
う
位
置
づ

け
る
の
か
。
国
民
文
学
論
に
い
ろ
い
ろ
問

題
が
あ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
簡
単
に
廃

棄
す
べ
き
理
論
と
割
り
切
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
限
ら
れ
た
時
間
内
に
、
早
口
で
た
く

さ
ん
の
内
容
を
伝
え
よ
う
と
さ
れ
た
た
め

に
、
付
い
て
い
く
の
が
精
一
杯
。
誤
解
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
以
上

は
私
の
感
想
に
過
ぎ
な
い
。

休
憩
に
入
っ
た
頃
に
は
、
台
風
も
逸
れ

て
天
候
は
回
復
。
出
席
者
も
百
名
を
越
え
、

盛
況
の
う
ち
に
大
会
は
進
め
ら
れ
た
。

（
田
中
励
儀
）

休
憩
を
挟
ん
で
、
熊
谷
昭
宏
氏
の
「
紀

行
文
を
書
き
分
け
る
と
い
う
こ
と
ー
遅
塚

麗
水
の
南
信
探
勝
隊
関
係
紀
行
文
を
中
心

と
し
て
」
と
、
浅
田
隆
氏
の
講
演
「『
世
界

遺
産
文
学
』
の
試
み
」
が
あ
っ
た
。

熊
谷
氏
は
、
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う

に
、
明
治
三
九
年
に
南
信
州
を
探
方
し
た

麗
水
が
、
こ
の
探
方
を
素
材
と
し
て
執
筆

し
た
文
体
の
異
な
る
四
編
の
紀
行
文
を
取

り
上
げ
る
。「
入
蘇
日
記
」
で
は
、
麗
水
得

意
の
漢
文
脈
の
美
文
調
で
あ
っ
た
も
の
が
、

「
御
岳
の
一
夜
」
で
は
、
軽
妙
洒
脱
な
会

話
の
応
酬
を
挟
み
込
ん
だ
言
文
一
致
体
と

な
る
。
こ
う
し
た
「
書
き
分
け
」
が
、
明

治
四
〇
年
前
後
の
紀
行
文
を
め
ぐ
る
言
説

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の

か
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
熊

谷
氏
は
、
こ
の
試
み
を
麗
水
の
「
遊
戯
」

だ
と
し
つ
つ
も
、
自
然
主
義
文
学
陣
営
の

紀
行
文
論
が
、「
美
文
が
描
い
て
き
た
風
景

と
い
う
対
象
を
後
退
さ
せ
る
と
い
っ
た
転

換
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、
逆
照

射
し
て
い
る
」
と
、
結
論
付
け
る
。
レ
ジ

ュ
メ
に
も
コ
メ
ン
ト
を
付
す
な
ど
、
気
配

り
の
あ
る
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
発
表
で

あ
っ
た
。
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漢
文
書
き
下
し
の
美
文
体
か
ら
、
平
易

な
言
文
一
致
体
へ
と
い
う
文
体
〈
進
化
〉

史
観
と
で
も
い
っ
た
も
の
を
、
相
対
化
し

よ
う
と
い
う
意
図
は
く
み
取
れ
る
し
、
問

題
系
と
し
て
は
、
熊
谷
氏
も
引
く
佐
々
木

基
成
氏
の
「〈
紀
行
文
〉
の
作
り
方
」（「
日

本
近
代
文
学
」
第

集
）
と
重
な
る
も
の

64

と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
熊
谷
氏
の
い

う
「
風
景
」
と
佐
々
木
氏
の
い
う
「
事
実

性
や
情
報
性
」
を
置
き
換
え
た
と
き
、
佐

々
木
論
と
の
差
異
が
、
も
う
ひ
と
つ
明
瞭

に
な
ら
な
か
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
ま

た
、
細
か
な
こ
と
で
い
え
ば
、〈
旧
派
〉
の

麗
水
が
必
ず
し
も
「
排
除
」
さ
れ
た
の
で

は
な
い
証
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
文
界

十
傑
得
点
決
定
発
表
」
で
の
麗
水
・
第
五

位
と
い
う
順
位
も
、
一
位
の
七
〇
〇
七
票
、

二
位
の
五
五
一
六
票
と
い
う
数
字
と
、
麗

水
の
二
九
〇
票
と
い
う
数
字
を
比
較
し
た

と
き
、
そ
こ
に
は
圧
倒
的
な
落
差
が
あ
り
、

こ
の
デ
ー
タ
が
逆
に
熊
谷
氏
の
判
断
に
疑

問
を
抱
か
せ
る
余
地
を
与
え
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
た
。

最
後
は
、「『
世
界
遺
産
文
学
』
の
試
み
」

と
題
し
た
浅
田
隆
氏
の
講
演
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。
関
西
支
部
で
は
、
久
し
ぶ
り
の

講
演
で
あ
っ
た
。
浅
田
氏
の
勤
務
校
で
あ

る
奈
良
大
学
に
は
、
古
都
・
奈
良
と
い
う

立
地
条
件
を
生
か
し
て
「
世
界
遺
産
コ
ー

ス
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
浅
田
氏
は
、

世
界
遺
産
を
考
え
る
こ
と
は
我
々
自
身
の

生
き
方
を
考
え
る
こ
と
だ
と
い
う
。
配
ら

れ
た
資
料
に
は
、「
一
、
世
界
遺
産
に
つ
い

て
」「
二
、
作
品
若
干
」「
三
、
若
干
の
感

慨
（
あ
る
い
は
「
世
迷
言
」）」
の
三
つ
の

柱
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、「
二
」
で
は
、
奈

良
に
取
材
し
た
鴎
外
や
子
規
や
堀
辰
雄
の

作
品
に
触
れ
て
い
く
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、「
三
」
で
あ
る
。

浅
田
氏
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
り
な
が
ら
穏
や
か
な
口
調
で
語
ら
れ
て

い
く
の
だ
が
、「
文
学
の
力
を
信
じ
た
い
」

と
の
氏
の
思
い
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
。
教
室
で
「
読
み
方
」
や
「
書
き

方
」、
あ
る
い
は
「
考
え
方
」
は
教
え
て
き

て
も
、「
志
」
を
伝
え
る
こ
と
に
意
識
的
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
、
思
わ
ず
我
が
身
を

振
り
返
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
浅
田
氏

は
所
用
で
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
場
所

を
移
し
て
の
懇
親
会
の
席
上
で
、
会
場
校

を
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
三
谷
憲
正
氏
も
、

浅
田
氏
の
講
演
に
強
い
感
銘
を
受
け
た
と

語
っ
て
お
ら
れ
た
。
心
に
響
く
だ
け
で
は

な
く
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で
も
あ
っ

た
。

（
大
会
数
日
前
か
ら
、
刻
々
と
変
化
す
る

台
風
情
報
に
対
応
し
て
細
心
の
準
備
を
さ

れ
て
き
た
支
部
長
を
は
じ
め
、
会
場
校
、

運
営
委
員
の
皆
様
、
ほ
ん
と
う
に
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。）

（
越
前
谷
宏
）

二
〇
〇
五
年
度
春
季
大
会
印
象
記

日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
編
の
『
大
阪

近
代
文
学
事
典
』
が
和
泉
書
院
よ
り
刊
行

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
春
季
大
会
は
「
研

究
と
し
て
の
事
典
―
『
大
阪
近
代
文
学
事

典
』
刊
行
を
記
念
し
て
―
」
と
い
う
特
集

で
、
四
名
の
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

当
日
は
レ
ジ
ュ
メ
の
他
に
「
毎
日
新
聞
」

に
掲
載
さ
れ
た
浦
西
和
彦
編
集
委
員
長
の

『
大
阪
近
代
文
学
事
典
』
刊
行
の
記
事
（
二

〇
〇
五
年
六
月
三
日
夕
刊
）
や
、
書
評
（
同

五
日
）
が
コ
ピ
ー
し
て
配
ら
れ
た
。
司
会

の
佐
藤
秀
明
氏
も
加
わ
っ
て
、『
大
阪
近
代

文
学
事
典
』
を
め
ぐ
る
熱
の
こ
も
っ
た
発

表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

前
半
は
、
今
東
光
と
織
田
作
之
助
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
中
谷
元
宣
氏
の

「〈
河
内
も
の
〉
の
型
―
今
東
光
『
お
ん
ば
』

を
中
心
に
―
」
は
新
感
覚
派
か
ら
出
発
し

た
今
東
光
が
天
台
院
住
職
と
し
て
大
阪
府

八
尾
市
に
移
住
し
て
か
ら
、
昭
和
三
、
四

十
年
代
に
描
い
た
〈
河
内
も
の
〉
と
呼
ば

れ
る
作
品
群
に
つ
い
て
、
そ
の
代
表
作
の

一
つ
で
あ
る
『
お
ん
ば
』
を
中
心
に
〈
河

内
も
の
〉
に
共
通
す
る
特
徴
的
な
型
を
提

示
さ
れ
た
。
疫
病
の
蔓
延
、
私
生
児
、
乳

母
の
描
き
方
な
ど
多
く
の
作
品
や
資
料
を

用
い
て
そ
の
特
徴
が
考
察
さ
れ
た
。
河
内

と
大
阪
市
内
の
天
満
と
の
描
き
分
け
が
谷

崎
文
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
今
東
光

独
自
の
意
味
づ
け
が
さ
れ
、
そ
の
文
化
的

差
異
を
描
く
作
者
の
差
別
的
な
方
法
も
指

摘
さ
れ
た
。
ま
た
〈
河
内
も
の
〉
に
表
れ

た
阿
倍
野
・
西
成
界
隈
は
黒
岩
重
吾
の〈
西

成
も
の
〉
の
貧
し
く
犯
罪
的
な
悪
所
の
イ

メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
、
大
阪
文
学
と
し
て

の
〈
河
内
も
の
〉
が
今
東
光
独
自
の
河
内

観
に
支
え
ら
れ
つ
つ
先
行
文
学
、
同
時
代

的
文
学
を
も
包
括
し
て
い
る
と
論
じ
ら
れ

た
。
質
疑
応
答
の
中
で
、
今
東
光
は
〈
河

内
も
の
〉
を
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
描
き
、

文
学
的
イ
メ
ー
ジ
を
実
際
の
土
地
の
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
流
通
さ
せ
、
言
わ
ば
マ
イ
ナ

ス
の
仕
事
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
に
及
ん
だ
。
郷
土
の
歴
史
と
文
学
が

絡
み
あ
っ
た
今
東
光
文
学
の
評
価
の
難
し

さ
を
今
さ
ら
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

次
に
、
宮
川
康
氏
の
「
織
田
作
之
助
の

『
わ
が
町
』
に
つ
い
て
」
は
故
郷
を
「
架

空
の
町
」
と
呼
ぶ
織
田
の
大
阪
に
対
す
る

ス
タ
ン
ス
を
見
た
上
で
、
織
田
に
と
っ
て

「
わ
が
町
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
テ
ク

ス
ト
成
立
過
程
を
通
し
て
検
証
さ
れ
た
。

短
編
と
長
編
の
二
種
類
あ
る
テ
ク
ス
ト
に

つ
い
て
氏
は
両
作
品
が
並
行
し
て
描
か
れ
、

短
編
が
出
た
後
で
長
編
に
手
が
加
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ

た
。
溝
口
健
二
監
督
の
映
画
と
小
説
と
の

関
係
に
も
触
れ
ら
れ
た
。
長
編
『
わ
が
町
』

に
は
織
田
の
『
婚
期
は
づ
れ
』『
夫
婦
善
哉
』

『
立
志
伝
』
の
多
く
の
部
分
が
、
ま
た
『
動

物
集
』『
大
阪
発
見
』
な
ど
の
一
部
が
、
さ

ら
に
野
村
愛
正
『
ダ
バ
オ
の
父
太
田
恭
三

郎
』、
渡
邊
薫
『
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
図
説
』
な

ど
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
状
況
を
「
テ
ク

ス
ト
対
照
表
」
に
拠
っ
て
細
か
く
説
明
さ

れ
た
。
そ
し
て
長
編
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

は
マ
ニ
ラ
の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
や
潜
水
夫
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
昭
和
十
七
年
当
時

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
の
関
係
や
時
局
性

に
あ
る
と
し
、
織
田
に
と
っ
て
『
わ
が
町
』

と
は
マ
ニ
ラ
で
も
大
阪
で
も
な
く
架
空
の

町
と
し
て
大
阪
を
再
構
築
し
た
も
の
で
あ

る
と
結
論
さ
れ
た
。
発
表
時
間
が
や
や
長

引
い
た
が
、
地
道
な
テ
ク
ス
ト
研
究
の
中

か
ら
織
田
の
大
阪
観
が
窺
え
て
興
味
深
か

っ
た
。
大
阪
文
学
の
特
集
が
今
後
も
大
会

で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

会
場
の
近
畿
大
学
と
前
総
長
故
世
耕
政

隆
氏
夫
人
の
ご
好
意
で
「
太
宰
治
の
山
岸

外
史
宛
書
簡
」
が
展
示
公
開
さ
れ
、
貴
重

な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

た
の
は
望
外
の
幸
せ
だ
っ
た
。
浅
野
洋
氏

は
じ
め
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
檀
原
み
す
ず
）

後
半
一
人
目
の
増
田
周
子
氏
は
、「
大
阪

の
文
学
と
出
版
文
化
―
雑
誌『
新
文
学
』（
全

国
書
房
）
研
究
出
版
統
制
と
編
集
者
と
の

や
り
と
り
を
通
じ
て
」
で
、
大
阪
で
発
行

さ
れ
た
雑
誌
『
新
文
学
』
に
つ
い
て
、
総

目
録
を
作
成
し
、
そ
の
関
係
者
の
回
想
録

や
書
簡
か
ら
創
刊
の
趣
旨
や
戦
時
下
の
出

版
統
制
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。『
大
阪
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近
代
文
学
事
典
』
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
大
阪
の
出
版
文
化
に
関
す
る
研
究

報
告
で
あ
り
、
今
後
の
大
阪
文
学
研
究
の

可
能
性
を
大
い
に
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
う
。

次
の
紅
野
謙
介
氏
の
ご
発
表
は
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
可
能
か
」
と

い
う
問
題
提
起
に
対
し
て
、
紙
媒
体
の
事

典
の
限
界
を
指
摘
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
版
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
効
用
を
説
い
た
も
の
で
あ

る
。
書
物
の
か
た
ち
で
は
難
し
い
加
筆
や

修
正
な
ど
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ら
簡
単

に
ク
リ
ア
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
版
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
想
定
さ
れ
る
コ
ス
ト
や
管
理

な
ど
の
問
題
点
に
解
決
策
を
示
し
な
が
ら
、

紅
野
謙
介
氏
が
作
成
さ
れ
た
『
大
阪
近
代

文
学
事
典
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
実
際
に

動
か
し
て
み
せ
た
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
対
す
る
フ
ロ
ア
の
期

待
も
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。
質
疑
応
答
で
は
、

既
に
公
開
さ
れ
て
い
る
“
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
兵
庫
県
文
学
館
”
が
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

今
回
の
特
集
「
研
究
と
し
て
の
事
典
―

『
大
阪
近
代
文
学
事
典
』
刊
行
を
記
念
し

て
」
を
通
じ
て
、
我
々
関
西
支
部
の
研
究

者
は
、
今
後
の
大
阪
文
学
研
究
の
可
能
性

を
再
認
識
す
る
と
同
時
に
、
新
た
な
課
題

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
気
が
す
る
。

（
荒
井
真
理
亜
）

★
研
究
会
紹
介

主
に
関
西
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
会
に

つ
い
て
、
以
下
の
項
目
順
で
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

①
会
の
名
称

②
代
表
者
ま
た
は
事
務
局
等
、
連
絡

先
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

③
会
希
望
者
の
た
め
の
入
会
案
内

④
そ
の
他
注
意
事
項

①
芥
川
龍
之
介
研
究
会

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R

L
http://w

w
w

.geocities.jp/bookend_ryunosu
ke5569/

連
絡
先

e
-m

a
il

ア

ド
レ
ス

choko_dou@
yahoo.co.jp

③
本
会
は
、
一
九
九
八
年
、
出
身
・
所
属

大
学
の
枠
を
超
え
て
、
芥
川
龍
之
介
と
そ

の
文
学
に
つ
い
て
研
究
す
べ
く
、
関
西
在

住
の
院
生
・
研
究
生
・
大
学
教
員
を
中
心

に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
例
会
参
加

者
数
は
、
十
〜
十
五
名
ほ
ど
で
す
。
芥
川

以
外
の
近
代
作
家
や
、
さ
ら
に
外
国
文
学

・
比
較
文
学
を
専
門
と
す
る
方
も
来
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。
年
二
回
（
大
学
の
春
休

み
と
夏
休
み
）、土
曜
日
に
大
阪
市
内
で「
例

会
」
＝
「
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。「
例
会
」
は
大
阪
で
開
い
て
い
ま
す

が
、
関
西
以
外
か
ら
も
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
発
足
当
初
か
ら
数
年
間

は
「
例
会
」
を
春
夏
秋
冬
の
年
四
回
開
き
、

三
年
ほ
ど
前
か
ら
は
回
数
を
年
二
回
に
減

ら
し
春
と
秋
に
開
催
し
て
い
た
の
で
す
が
、

地
方
の
大
学
教
員
の
方
も
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
、「
年
二
回
開
催
」
は
そ
の
ま
ま
「
春

休
み
（
二
月
か
三
月
）
と
夏
休
み
（
七
月

下
旬
か
ら
九
月
上
旬
）」
の
開
催
に
変
更
し

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
専
門
や
研
究

対
象
の
多
様
化
を
ふ
ま
え
、
発
足
主
旨
の

「
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
文
学
に
つ
い
て
」

も
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
「
芥
川
龍
之
介
と

そ
の
文
学
を
中
心
と
し
た
日
本
の
近
現
代

文
学
に
つ
い
て
」
と
あ
ま
り
〈
芥
川
に
こ

だ
わ
ら
な
い
〉
方
向
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、「
会
費
」「
会
場
費
」
の
類

は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
遠
方
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
く
場
合
、
交
通
費
は
各

自
で
ご
負
担
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
会
で
は
「
入

会
（
参
加
）
資
格
」
な
ど
は
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。「
愛
好
会
」
で
は
な
く
「
研
究
会
」

で
あ
る
事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
て
い
れ
ば
、

基
本
的
に
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
例
会
参
加
希
望
の
方
は
、
事
務
局

宛
にe-m

ail

か
往
復
葉
書
で
連
絡
下
さ

い
。
追
っ
て
「
例
会
案
内
」
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
こ
れ
ま
で
の
「
発
表
題
目
．
発
表
者
．

会
場
等
」
に
つ
い
て
は
、
当
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、『
國
文
学
』「
学
界
教
育
界
の
動

向
」、『
文
学
．
語
学
』「
彙
報
」、『
い
ず
み

通
信
』「
催
し
．
研
究
会
．
同
人
誌
な
ど
の

ご
案
内
」
欄
を
参
照
下
さ
い
。
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
教
え
頂
け
れ
ばe-m

ail

で
年

二
回
の
「
例
会
案
内
」
を
送
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。
な
お
、
当
会
で
は
、
経
費
を
抑
え

る
た
め
郵
便
に
よ
る
例
会
案
内
葉
書
は
送

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

①
近
代
部
会

②
鳥
井
正
晴

相
愛
大
学
人
文
学
部
日
本

文
化
学
科
合
同
研
究
室
鳥
井
正
晴

〒559-0033
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中

４

４

１

℡06-6612-5900

（
代
）

③
漱
石
の
作
品
を
、
章
を
追
っ
て
丹
念
に

読
ん
で
い
く
輪
読
会
で
す
。

①
漱
石
詩
を
読
む
会

②
田
中
邦
夫

大
阪
経
済
大
学
人
間
科
学

部
田
中
邦
夫
研
究
室

田
中
邦
夫

〒553-8533

大
阪
市
東
淀
川
区
大
隅
２

２

８

℡06-6328-2431

（
代
）

③
漱
石
の
「
漢
詩
」
を
、
逐
一
に
読
む
研

究
会
で
す
。

①
文
学
論
を
読
む
会

②
鳥
井
正
晴

相
愛
大
学
人
文
学
部
日
本

文
化
学
科
合
同
研
究
室
鳥
井
正
晴

〒559-0033

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中

４
―
４
―
１

℡06-6612-5900

（
代
）

③
現
在
、
バ
フ
チ
ン
を
輪
読
中
で
す
。

①
三
重
近
代
文
学
研
究
会

②
半
田
美
永

皇
學
館
大
学
文
学
部
半
田

研
究
室

℡0596-22-6410

①
横
光
利
一
を
読
む
会

③
（
特
に
代
表
者
は
決
ま
っ
て
な
い
が
、

連
絡
先
と
し
て
）
杣
谷
英
紀

som
atanih@

ybb.ne.jp

③
入
会
に
はsom

atanih@
ybb.ne.jp

ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内
を
差
し
上
げ
ま

す
。

④
年
２
回
の
研
究
例
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

年
会
費
は
連
絡
の
た
め
の
実
費
の
み
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。
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★
会
員
の
業
績

〈
凡
例
〉

著
書
名
…
『

』

論
文
名
…
「

」

掲
載
誌
紙
名
…
『

』

注
記
等
…
（

）

※
各
業
績
に
付
し
た
番
号
の
う
ち
、
①
は

単
行
本
、
②
は
雑
誌
収
録
論
文
、
③
は
そ

の
他
（
研
究
ノ
ー
ト
・
書
評
・
口
頭
発
表

・
項
目
執
筆
等
）
を
示
す
。
な
お
、
①
は

書
名
・
出
版
社
・
発
行
年
月
の
順
、
②
は

論
文
タ
イ
ト
ル
・
掲
載
誌
・
発
行
年
月
の

順
で
記
し
た
。

※
掲
載
誌
紙
の
巻
号
数
は
省
略
し
、
原
則

と
し
て
雑
誌
は
発
行
月
の
み
、
新
聞
は
発

行
月
日
を
記
し
た
。

※
原
則
と
し
て
雑
誌
の
編
者
名
・
発
行
書

名
は
等
は
会
員
の
届
出
に
記
載
の
あ
る
も

の
の
み
記
し
た
。

※
著
書
名
・
論
文
名
・
掲
載
誌
紙
名
の
用

字
は
、
原
則
と
し
て
会
員
届
出
の
記
載
に

拠
っ
て
い
る
。

ア
行
の
部

赤
瀬
雅
子

③
「
演
劇
の
街
を
行
く
」『
多
羅
』
〇
四
年

四
月

③
「
パ
リ
の
ヨ
ー
ガ
」「
鈴
木
淳
子
の
作
品

を
読
む
」『
多
羅
』
〇
四
年
八
月

③
「
執
筆
ノ
ー
ト
」『
日
本
近
代
文
学
』
〇

四
年
十
月

③
「
プ
ラ
ハ
と
カ
フ
カ
」『
多
羅
』
〇
四
年

十
二
月

乾
口
達
司

①
編
著
『
日
本
近
代
文
学
と
の
戦
い
―
後

藤
明
生
遺
稿
集
』
柳
原
出
版
、
〇
四
年
四

月③
書
評
「
後
藤
明
生
と
『
日
本
近
代
文
学

と
の
戦
い
』」『
中
國
新
聞
』
〇
四
年
七
月

六
日

③
書
評
「
逸
脱
と
解
体
―
後
藤
明
生
『
日

本
近
代
文
学
と
の
戦
い
』
の
刊
行
に
寄
せ

て
」『
ス
ペ
ー
スA

K

通
信
』
〇
四
年
八
月

③
研
究
ノ
ー
ト
「
執
筆
ノ
ー
ト
―
後
藤
明

生
著
／
乾
口
達
司
編
『
日
本
近
代
文
学
と

の
戦
い
―
後
藤
明
生
遺
稿
集
』」『
日
本
近

代
文
学
』
〇
四
年
十
月

③
書
評
「
後
藤
明
生
著
『
日
本
近
代
文
学

と
の
戦
い
―
後
藤
明
生
遺
稿
集
』」『
月
刊

国
語
教
育
』
〇
四
年
十
一
月

岩
見
幸
恵

①
『
松
本
清
張
書
誌
研
究
文
献
目
録
』
勉

誠
出
版
、
〇
四
年
十
月

太
田
登

②
「
啄
木
詩
歌
の
イ
メ
ー
ジ
の
特
質
」『
論

集
石
川
啄
木
Ⅱ
』
お
う
ふ
う
、
〇
四
年
四

月大
橋
毅
彦

①
共
著
『
上
海
中
日
文
化
協
会
研
究
・
序

説
』（
資
料
集
、
非
売
品
）
〇
四
年
三
月

②
「
民
族
の
夢
の
坩
堝
と
し
て
の
劇
場
空

間
ー
蘭
心
大
戯
院
４
０
Ｓ
ー
」『
ア
ジ
ア
遊

学
』
〇
四
年
四
月

③
随
想
「
上
海
の
提
籃
橋
か
ら
ダ
ッ
ハ
ウ

へ
ー
Ｄ
・
Ｌ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
の
航
跡
を
追
い

か
け
て
ー
」『
千
年
紀
文
学
』
〇
四
年
七
月

③
口
頭
発
表
「
混
沌
と
し
て
の
蘭
心
・
ブ

ロ
ッ
ホ
と
い
う
発
光
体
」
阿
部
知
二
研
究

会
平
成
十
六
年
度
秋
季
研
究
大
会
（
講
演
）

〇
四
年
十
一
月

③
研
究
展
望
「
シ
ャ
ン
ハ
イ
さ
れ
た
男
の

弁
」『
昭
和
文
学
研
究
』
〇
五
年
三
月

③
口
頭
発
表
「
複
数
形
の
上
海
」
広
東
外

語
外
貿
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
全
球

地
域
下
語
境
下
東
亜
文
学
研
究
的
新
課
題
、

新
方
法
」
〇
五
年
三
月

岡
崎
昌
宏

②
「
辻
邦
生
『
サ
ラ
マ
ン
カ
の
手
帖
か
ら
』

論
」『
解
釈
』
〇
四
年
八
月

カ
行
の
部

川
端
俊
英

②
「
文
学
者
が
証
言
す
る
天
災
の
中
の
人

災
―
関
東
大
震
災
八
〇
周
年
に
当
た
っ
て

―
」『
部
落
問
題
研
究
』
〇
四
年
四
月

北
川
扶
生
子

②
「
明
治
の
紀
行
文
―
遅
塚
麗
水
『
不
二

の
高
根
』
を
中
心
に
―
」『
鳥
取
大
学
教
育

地
域
科
学
部
紀
要
』（
教
育
・
人
文
科
学
）

〇
三
年
一
月

③
口
頭
発
表

“R
epresentations

of
W
om
en

in
E
arly

W
orks

of
N
atsum

e
Soseki:Style

and
theR

eorganization
ofLiterary

G
enres

in
Japan”,Japan

R
esearch

C
entre

Sem
inars,

SO
A
S,

U
niversity

ofLondon,

〇
三
年
五
月

③
口
頭
発
表
「
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
の
異
文

化
体
験
―
夏
目
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
留
学
と

英
文
学
研
究
」
大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化

セ
ン
タ
ー
、
〇
三
年
九
月

③
書
評
「
作
家
漱
石
の
ス
リ
リ
ン
グ
な
舞

台
裏
―
飛
ヶ
谷
美
穂
子
著
『
漱
石
の
源
泉

創
造
へ
の
階
梯
』」、
小
森
陽
一
・
石
原

千
秋
編
『
漱
石
研
究
』
〇
三
年
十
月

②
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ロ

ン
ド
ン
―
夏
目
漱
石
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

絵
画
受
容
と
社
会
進
化
論
」
大
阪
市
立
大

学
文
学
研
究
科
叢
書
編
集
委
員
会
編
『
都

市
の
異
文
化
交
流
』（
清
文
堂
）
〇
四
年
三

月③
研
究
ノ
ー
ト“Letter

from
Japan”,

N
ew
sletter

of
Japan

R
esearch

Centre,
Japan

R
esearch

C
entre,

SO
A
S,
U
niversity

of
London,

〇
四

年
四
月

③
口
頭
発
表
「
夏
目
漱
石
『
文
学
評
論
』

に
お
け
る
分
裂
と
可
能
性
―
ポ
ー
プ
研
究

と
明
治
期
の
文
章
観
―
」、
日
本
比
較
文
学

会
全
国
大
会
、
〇
四
年
六
月

②
「
失
わ
れ
ゆ
く
避
難
所
（
ア
ジ
ー
ル
）

―
『
門
』
に
お
け
る
女
・
植
民
地
・
文
体
」

小
森
陽
一
・
石
原
千
秋
編
『
漱
石
研
究
』

〇
四
年
十
一
月

木
田
隆
文

②
「
通
俗
の
力

『
牡
丹
と
薔
薇
』
雑
考
」

『
京
都
学
園
中
学
高
校
論
集
』
〇
四
年
十

一
月

②
「〈
新
聞
〉
を
語
る
人
々

武
田
泰
淳
『
情

婦
殺
し
』
の
言
説
空
間
」『
国
文
学
論
叢
』

〇
五
年
二
月

北
野
昭
彦

②
「
開
高
健
『
流
亡
記
』
の
も
う
一
つ
の

寓
話
―
脱
定
住
社
会
＝
〈
蘇
生
〉
へ
の
賭

け
―
」『
龍
谷
大
学
論
集
』
〇
四
年
七
月

②
「
金
石
範
『
虚
夢
譚
』
の
〈
私
〉
と
朝

鮮
育
ち
の
日
本
人
Ｆ
―
在
日
朝
鮮
人
〈
私
〉

の
在
日
性
を
照
ら
す
も
う
一
つ
の
装
置
―
」

『
論
究
日
本
文
学
』
〇
五
年
二
月

工
藤
哲
夫

②
「
土
神
と
狐
の
物
語
―
那
珂
（
中
勘
助
）

『
提
婆
達
多
』
か
ら
の
影
響
―
」『
女
子
大

國
文
』
〇
四
年
十
二
月

國
中
治

②
「
小
山
正
孝
に
お
け
る
立
原
道
造
と
詩

と
小
説
」
小
山
正
孝
『
詩
人
薄
命
』
潮
流
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社
、
〇
四
年
十
二
月

②
「
戦
争
詩
へ
の
道
―
『
屋
上
の
鶏
』
か

ら
見
た
三
好
達
治
」『
神
戸
松
蔭
女
子
学
院

大
学
・
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
〇
五
年
三

月熊
谷
昭
宏

②
「
飛
行
と
〈
未
来
〉
の
日
露
戦
争
―
東

海
散
士
『
日
露
戦
争
羽
川
六
郎
』
を
中
心

に
―
」『
同
志
社
国
文
学
』
〇
四
年
十
一
月

③
「
伊
井
直
行
」「
江
上
剛
」「
幸
田
真
音
」

「
藤
沢
清
造
」「
穂
積
驚
」「
三
島
章
道
」「
若

杉
慧
」「
渡
辺
黙
禅
」
浅
井
清
・
佐
藤
勝
編

『
日
本
現
代
小
説
大
事
典
』
明
治
書
院
、

〇
四
年
七
月

③
口
頭
発
表
「
紀
行
文
を
書
き
分
け
る
と

い
う
こ
と
―
遅
塚
麗
水
の
南
信
探
勝
隊
関

係
紀
行
文
を
中
心
に
―
」
日
本
近
代
文
学

会
関
西
支
部
秋
季
大
会
（
仏
教
大
学
）
〇

四
年
十
月

倉
西
聡

②
「
満
洲
移
民
事
業
と
伊
藤
整
―
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
転
換
―
」

『
武
庫
川
国
文
』
〇
五
年
三
月

小
林
幹
也

②
「
題
材
の
隠
蔽
術
―
太
宰
治
『
駈
込
み

訴
へ
』
論
」『
近
畿
大
学
日
本
語
日
本
文
学
』

〇
五
年
三
月

③
「
新
居
」『
文
藝
家
協
会
ニ
ュ
ー
ス
』
〇

四
年
五
月

③
「
時
評

／

（
短
歌
時
評
）」『
玲
瓏
』

50

50

〇
四
年
五
月
〜
〇
五
年
二
月

③
「
あ
は
き
け
が
れ
を
（
岡
井
隆
歌
集
『
伊

太
利
亜
』
書
評
）」『
玲
瓏
』
〇
四
年
九
月

③
「
玲
瓏
二
十
周
年
に
向
け
て
『
水
葬
物

語
』
そ
れ
以
前
（
塚
本
邦
雄
作
品

座
談

会
①
）」『
玲
瓏
』
〇
四
年
九
月
〜
〇
五
年

二
月

③
「
諧
謔
の
歌
一
首
鑑
賞
（
江
戸
雪
歌
集

『
百
合
オ
イ
ル
』
よ
り
）」『
歌
壇
』
〇
四

年
十
一
月

③
「
書
評
（
晋
樹
隆
彦
歌
集
『
秘
鑰
』）」『
玲

瓏
』
〇
五
年
二
月

サ
行
の
部

真
銅
正
宏

②
「
お
化
け
・
音
曲
・
火
の
現
前
」『
文
学
』

〇
四
年
七
月

②
「『
舞
姫
』
と
『
新
浦
島
』
―
異
界
と
の

往
還
―
」『
森
鴎
外
研
究
』
〇
四
年
九
月

②
「
音
の
芸
を
書
く
と
い
う
こ
と

『
地

唄
』
か
ら
『
一
の
糸
』
へ

」
井
上
謙
・

半
田
美
永
・
宮
内
淳
子
編
『
有
吉
佐
和
子

の
世
界
』
翰
林
書
房
、
〇
四
年
十
月

②
「
乃
木
希
典
に
お
け
る
文
学
―
日
露
戦

争
お
よ
び
漢
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
―
」『
同

志
社
国
文
学
』
〇
四
年
十
一
月

②
「
言
葉
の
異
国
―
永
井
荷
風
に
お
け
る

訳
詩
と
西
洋
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
〇
四
年

十
一
月

②
「
ビ
ー
ル
の
魅
力
―
味
と
言
葉
に
つ
い

て
―
」『
同
志
社
国
文
学
』
〇
四
年
三
月

③
「
解
説
『
慶
安
太
平
記
後
日
譚
』
の
世

界
」（
落
合
三
郎
『
慶
安
太
平
記
後
日
譚
』）

『
新
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
精
選
集

』
11

ゆ
ま
に
書
房
、
〇
四
年
六
月

③
「
幸
田
文
」「
お
と
う
と
」「
黒
い
裾
」「
闘
」

「
流
れ
る
」「
条
野
採
菊
」「
廓
雀
小
稲
出

来
秋
」『
日
本
現
代
小
説
大
事
典
』
明
治
書

院
、
〇
四
年
七
月

③
口
頭
発
表
「『
大
衆
』
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

を
欲
し
て
い
る
―
清
張
推
理
小
説
の
淵
源

―
」
松
本
清
張
研
究
会
（
愛
知
大
学
）
〇

四
年
十
二
月

須
田
千
里

①
編
著
『
新
編
泉
鏡
花
集

第
七
巻

伊
勢

名
古
屋
』
岩
波
書
店
、
〇
四
年
五
月

②
「『
大
力
』
論
」『
太
宰
治
研
究
』
〇
四

年
六
月

②
「
草
双
紙
と
し
て
の
『
風
流
線
』」『
文

学
』
〇
四
年
七
月

タ
行
の
部

高
松
敏
男

②
「
わ
が
国
最
初
の
チ
ェ
ー
ホ
フ
文
献
と

初
期
受
容
―
角
田
浩
々
歌
客
の
先
駆
的
仕

事
を
中
心
に
」『
翻
訳
と
歴
史

文
学
・
社

会
・
書
誌
』
〇
四
年
十
一
月

塚
田
満
江

②
「
小
説
主
人
公
の
造
型
そ
の
六
―
五
度

『
続
胡
砂
吹
く
風
』
に
寄
せ
て
―
」『
日
本

文
学
風
土
学
会
記
事
』
〇
四
年
六
月

③
随
筆
（
筆
名
・
黒
田
し
の
ぶ
）「
あ
の
先

生
は
い
ま
―
続
、目
玉
入
替
え
の
記
―
」『
洛

味
』
〇
四
年
五
月

③
随
筆
（
筆
名
・
黒
田
し
の
ぶ
）「
北
鮮
、

北
満
、
北
陸
の
冬
」『
洛
味
』
〇
五
年
二
月

東
口
昌
央

②
「〈
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〉
な
も
の
の
誘
惑

―

高
橋
和
巳
論
―
」『
昭
和
文
学
研
究
』
〇
四

年
九
月

外
村
彰

①
共
編
著
『
井
上
多
喜
三
郎
全
集
』
同
全

集
刊
行
会
、
〇
四
年
十
月

②
「
岡
本
か
の
子
初
期
童
話
の
構
想
―
「
秀

子
の
人
形
」「
テ
ス
の
話
」
遡
及
―
」『
立

命
館
文
学
』
〇
四
年
十
月

②
「
岡
本
か
の
子
『
東
海
道
五
十
三
次
』

―
〝
時
代
〞
の
隠
喩
を
視
座
と
し
て
―
」

『
昭
和
文
学
研
究
』
〇
五
年
三
月

③

註
釈
「
さ
へ
づ
り
（
対
話
）」
瀧
本
和

成
編
『
森
鴎
外

現
代
小
品
集
』
晃
洋
書

房
、
〇
四
年
五
月

③

註
釈
・
解
説
「『
維
新
後
婦
人
に
対
す

る
観
念
の
変
遷
』
石
橋
湛
山
」
上
田
博
編

『
明
治
の
結
婚
小
説
』
お
う
ふ
う
、
〇
四

年
九
月

③

口
頭
発
表
「
湖
東
出
身
の
近
代
文
学

者
―
安
土
、
五
個
荘
を
中
心
に
―
」
滋
賀

県
教
育
研
究
会
数
学
部
会
（
講
演
）
〇
四

年
六
月

③

口
頭
発
表
「
高
橋
輝
雄
の
戦
争
詩
」

日
本
文
学
協
会
（
仏
教
大
学
）
〇
四
年
七

月③

口
頭
発
表
「
井
上
多
喜
三
郎
と
近
江

の
詩
人
た
ち
」
日
本
現
代
詩
人
会
西
日
本

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
講
演
）
〇
五
年
一
月

友
田
義
行

②
「
映
画
の
体
験
と
リ
ア
リ
ズ
ム
―
黒
澤

明
﹇
ど
で
す
か
で
ん
﹈
／
山
本
周
五
郎
『
季

節
の
な
い
街
』
論
―
」『
論
究
日
本
文
学
』

〇
五
年
二
月

鳥
井
正
晴

③
「
漱
石
俳
句
撰
『
句
あ
る
べ
く
も
３
』」

鎌
倉
漱
石
の
会
・
会
報
『
門
』
〇
四
年
九

月③
「
漱
石
俳
句
撰
『
句
あ
る
べ
く
も
４
』」

鎌
倉
漱
石
の
会
・
会
報
『
門
』
〇
五
年
三

月
ナ
行
の
部

永
井
敦
子

②
「
探
偵
小
説
の
中
の
〈
監
視
権
力
〉
ー

谷
崎
潤
一
郎
『
途
上
』
に
お
け
る
探
偵
と

被
疑
者
ー
」『
日
本
近
代
文
学
』
〇
四
年
十

月③
新
刊
紹
介
「
三
島
佑
一
著
『
谷
崎
潤
一

郎
と
大
阪
』」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
〇

四
年
十
月
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永
栄
啓
伸

①
共
著
『
谷
崎
潤
一
郎
書
誌
研
究
文
献
目

録
』
勉
誠
出
版
、
〇
四
年
十
月

生
井
知
子

②
「
武
者
小
路
実
篤
論
―
意
識
・
言
葉
・

理
屈
と
無
意
識
・
身
体
・
心
―
」『
同
志
社

女
子
大
学

学
術
研
究
年
報
』
〇
四
年
十

二
月

中
村
美
子

②
「『
文
学
』
の
価
値
―
『
消
費
』
の
観
点

か
ら
―
」『
国
文
論
藻
』（
京
都
女
子
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
）
〇
五
年

三
月

西
川
貴
子

②
「
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
作
家
『
池
谷
信
三

郎
』
―
池
谷
信
三
郎
賞
設
立
に
み
る
昭
和

十
年
前
後
の
『
文
学
』
状
況
―
」『
近
代
文

学
合
同
研
究
会
論
集
』
〇
四
年
十
月

②
「〈
煩
悶
、
格
闘
〉
す
る
『
詩
人
』
た
ち

―
日
露
戦
争
前
後
の
『
詩
』
及
び
『
詩
人
』

の
考
察
―
」『
同
志
社
国
文
学
』
〇
四
年
十

一
月

②
「『
詩
』
と
い
う
場
（
ト
ポ
ス
）
―
『
天

う
つ
浪
』
試
論
」『
文
学
』
〇
五
年
一
、
二

月②
「
置
き
去
り
に
さ
れ
た
〈
身
体
〉
―
『
風

流
仏
』
の
世
界
―
」『
同
志
社
国
文
学
』
〇

五
年
三
月

西
村
将
洋

①
「
小
林
秀
雄
の
破
片
―
本
多
秋
五
と
戦

前
戦
後
の
持
続
性
―
」
共
著
『
本
多
秋
五

の
文
芸
批
評
―
芸
術
・
歴
史
・
人
間
―
』

菁
柿
堂
、
〇
四
年
十
一
月

①
編
著
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市

文
化

第
五
巻

モ
ダ
ン
都
市
景
観
』
ゆ

ま
に
書
房
、
〇
四
年
十
二
月

②
「
大
連
の
詩
人
た
ち
―
詩
誌
『
亞
』
と

地
政
学
―
」『
同
志
社
国
文
学
』
〇
四
年
十

一
月

③
「
桜
井
忠
温
『
肉
弾
』」「
水
野
広
徳
『
此

一
戦
』」「
横
山
美
智
子
『
緑
の
地
平
線
』」

「
松
本
健
一
『
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ヘ
ア
ー
』」

「
真
鍋
呉
夫
『
飛
ぶ
男
』」「
光
岡
明
『
機

雷
』」「
成
田
憲
彦『
官
邸
』」「
水
木
楊『2003

年
の
「
痛
み
」』」、
浅
井
清
・
佐
藤
勝
編
『
現

代
小
説
大
事
典
』
明
治
書
院
、
〇
四
年
七

月③
「
書
評
紅
野
謙
介
著
『
投
機
と
し
て
の

文
学
』」『
昭
和
文
学
研
究
』
〇
四
年
九
月

③
口
頭
発
表
「
浪
漫
派
の
小
説
「
ゴ
ル
フ
」

―
雑
誌
『
日
本
浪
曼
派
』
創
刊
前
夜
―
」

日
本
近
代
文
学
会
秋
季
大
会
（
奈
良
大
学
）

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

ハ
行
の
部

半
田
美
永

①
共
編
著
『
有
吉
佐
和
子
の
世
界
』
翰
林

書
房
、
〇
四
年
十
月

①
『
文
人
た
ち
の
紀
伊
半
島
―
近
代
文
学

の
余
波
と
創
造
―
』
学
校
法
人
皇
學
館
出

版
部
、
〇
五
年
三
月

②
「
近
代
文
学
と
熊
野
学
試
論
」『
解
釈
』

〇
四
年
八
月

③
口
頭
発
表
「
佐
藤
春
夫
の
風
流
観
」
三

重
近
代
文
学
研
究
会
、
〇
四
年
七
月

細
江
光

①
『
谷
崎
潤
一
郎
―
深
層
の
レ
ト
リ
ッ
ク

―
』
和
泉
書
院
、
〇
四
年
四
月

②
「
南
木
芳
太
郎
と
谷
崎
潤
一
郎
―
山
村

舞
を
中
心
に
―
」『
大
阪
の
歴
史
』
〇
四
年

八
月

③
「
上
山
草
人
年
譜
稿
（
五
）
―
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
」『
甲
南
女
子
大

学
文
学
部
研
究
紀
要
』
〇
五
年
三
月

③
「
資
料
紹
介
―
谷
崎
活
版
所
・
点
灯
社

を
め
ぐ
る
考
証
、
そ
の
他
」『
甲
南
国
文
』

〇
五
年
三
月

マ
行
の
部

槙
山
朋
子

②
「
桐
山
襲
と
道
浦
母
都
子
―
『
全
共
闘
』

の
時
代
を
読
む
―
」『
同
志
社
国
文
学
』
〇

四
年
十
一
月

箕
野
聡
子

②
「
菊
池
寛
『
忠
直
卿
行
状
記
』
研
究

近
世
〈
武
士
道
〉
と
近
代
国
家
思
想
」『
神

戸
海
星
女
子
学
院
大
学
研
究
紀
要
』
〇
五

年
三
月

水
川
布
美
子

②
「
川
端
康
成
『
雪
國
』
初
期
構
想
を
め

ぐ
っ
て
」『
神
女
大
国
文
』
〇
五
年
三
月

ヤ
行
の
部

山
本
洋

①
『
考
証
研
究

近
現
代
文
学
』
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
〇
四
年
十
一
月

吉
岡
由
紀
彦

②
「『
羅
生
門
』
研
究
史
（
３
）
―
三
好
行

雄
の
『
人
間
悪
』『
存
在
悪
』（
３
）
―
」

『SO
LITU

D
E

』
〇
四
年
四
月

②
「〈
テ
ク
ス
ト
論
〉
以
降
の
現
在
、〈
作

品
論
〉
以
前
に
遡
行
し
な
い
形
で
〈
作
者
〉

を
ど
う
扱
う
か
」『
批
評
理
論
研
究
』
〇
四

年
五
月

②
「
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
の
〈
作
者
〉

概
念
・
通
覧
―
一
九
二
〇
年
代
〜
七
〇
年

代
―
」
同
前

②
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

得
失
―
〈
メ
タ
・
コ
メ
ン
タ
リ
ー
〉
の
観

点
か
ら
―
」
『G

E
TO
V
E
R

』
〇
五
年
三

月③
口
頭
発
表
「『
蜜
柑
』
考
」
芥
川
龍
之
介

研
究
会
六
月
例
会

〇
四
年
六
月

③
口
頭
発
表
「
芥
川
龍
之
介
『
蜜
柑
』
試

論
」
阪
神
近
代
文
学
会
夏
季
大
会

〇
四

年
七
月

③
口
頭
発
表
「
バ
フ
チ
ン
の
〈
作
者
〉
概

念
に
つ
い
て
」
大
阪
国
文
談
話
会
文
学
論

を
読
む
会
例
会

〇
五
年
二
月
十
三
日

③
書
評
「
読
書
案
内

神
田
由
美
子
著
『
芥

川
龍
之
介
の
江
戸
・
東
京
』
双
文
社
出
版
」

『
月
刊
国
語
教
育
』
〇
五
年
二
月

ワ
行
の
部

渡
邊
浩
史

②
「
伝
統
と
道
具
│
『
白
痴
群
』
創
刊
号

発
表
詩
篇
と
い
う
中
也
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

『
中
原
中
也
研
究
』
〇
四
年
八
月

渡
邊
ル
リ

①
「
野
上
弥
生
子
『
先
生
』
へ
の
手
紙
」

共
著
『
女
の
手
紙
』
双
文
社
出
版
、
〇
四

年
七
月

③
「
出
雲
・
京
都
―
『
出
雲
の
阿
国
』」『
有

吉
佐
和
子
の
世
界
』
翰
林
書
房
、
〇
四
年

十
月

☆
関
西
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
5c.biglobe.ne.jp/~kindai

☆
関
西
支
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kansaishibu@
m

ri.biglobe.ne.jp



- 7 -


